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問
合
併
時
に
対
す
る
現
在

で
の
人
口
減
少
数
・
減
少

率
を
地
域
別
に
比
較
す
る

と
、
地
域
格
差
が
あ
る
が
、

こ
の
検
証
が
で
き
て
い
る

の
か
。
地
域
活
性
化
に
は

住
民
自
身
の
熱
意
と
意
識

変
化
の
方
策
と
と
も
に
支

所
ご
と
に
留
ま
ら
な
い
、

川
筋
・
道
筋
ま
ち
つ
ぐ
り

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
隣

市
と
の
広
域
連
携
に
つ
い

て
、
日
常
的
生
活
の
維
持

向
上
面
か
ら
も
さ
ら
に
取

組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

な
お
、
市
の
技
術
職
員
育

成
ビ
ジ
ョ
ン
を
ど
う
描
い

て
い
る
の
か
、
水
道
部
長

か
ら
特
に
考
え
を
。

答
合
併
時
に
対
す
る
現
在

ま
で
の
人
口
減
少
数
・
減

少
率
を
地
域
別
に
比
較
し

て
の
検
証
は
で
き
て
い
な

い
。
ま
ち
づ
く
り
エ
リ
ア

の
捉
え
方
と
し
て
、
川
筋

・
道
筋
と
い
う
視
点
の
調

査
研
究
を
重
ね
る
。
広
域

連
携
に
つ
い
て
は
、
取
り

組
み
実
績
と
と
も
に
、
さ

ら
に
検
討
を
す
る
。

　

技
術
職
員
の
育
成
に
お

い
て
、
水
道
に
携
る
技
術

職
育
成
は
、
基
本
的
な
技

術
の
部
分
と
い
っ
た
も
の

を
備
え
た
職
員
を
採
用
し

水
道
技
術
に
い
ち
早
く
溶

け
込
ん
で
い
く
よ
う
な
育

成
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

ま
た
行
政
の
技
術
職
は
単

に
業
者
の
皆
様
が
取
得
し

て
い
る
技
術
と
は
違
い
市

民
の
方
々
に
高
山
市
が
進

め
る
技
術
的
な
分
野
を
い

か
に
わ
か
り
や
す
く
、
理

解
を
得
る
よ
う
な
説
明
が

で
き
る
と
い
っ
た
こ
と
も

大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
思

っ
て
い
る
。

問
市
長
の
新
聞
発
言
「
合

併
は
正
し
か
っ
た
か
。
」

「
国
県
の
意
向
に
乗
る
し

か
な
か
っ
た
。
」
に
市
民

の
反
感
。
そ
の
真
意
は
。

答
全
国
論
調
か
ら
の
旧
町

村
の
望
み
に
旧
市
は
応
え

た
。
切
り
捨
て
で
な
く
、

地
域
に
光
を
当
て
る
。
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
が
柱
。

問
多
く
の
行
政
課
題
が
合

併
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ

た
よ
う
な
論
調
は
、
支
所

地
域
を
傷
つ
け
、
一
体
感

に
水
を
差
し
、
市
民
に
動

揺
を
与
え
な
い
か
。

答
多
く
は
記
者
の
表
現
で

受
け
取
り
方
も
あ
ろ
う
。

内
容
は
的
確
な
の
で
全
部

署
に
回
覧
し
た
。
単
独
路

線
の
白
川
村
の
よ
う
に
旧

町
村
も
発
展
の
可
能
性
は

あ
っ
た
。
合
併
高
山
で
も

同
様
の
発
展
を
目
指
す
。

問
八
次
総
や
都
市
計
画
に

支
所
地
域
に
特
化
・
分
化

し
た
記
述
は
な
い
。
ビ
ジ

ョ
ン
を
明
確
に
す
る
必
要

性
を
強
く
感
じ
る
。

答
不
安
の
声
は
認
識
。
市

独
自
の
全
市
域
対
象
都
市

計
画
を
策
定
す
べ
く
、
今

年
度
そ
の
基
礎
調
査
。
八

次
総
の
見
直
し
の
柱
。

問
犯
罪
の
異
常
性
が
激
化
。

特
に
子
ど
も
の
被
害
は
衝

撃
で
、
市
が
で
き
る
限
り

の
対
応
は
常
に
求
め
ら
れ

る
。
防
犯
灯
や
カ
メ
ラ
等

の
他
、
今
あ
る
連
携
対
象

の
拡
充
・
強
化
等
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の
新
た

な
対
策
が
喫
緊
。

答
課
題
は
認
識
。
ハ
ー
ド

は
庁
内
の
議
論
が
未
熟
で

今
後
の
検
討
。
ソ
フ
ト
は

情
報
共
有
の
仕
組
み
づ
く

り
に
取
り
掛
か
る
。

問
Ｉ
Ｃ
タ
グ
付
き
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
等
を
採
用
し
、
音

声
に
よ
る
歩
行
移
動
支
援

シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
は
。

答
提
案
の
シ
ス
テ
ム
は
視

覚
障
が
い
者
の
誘
導
案
内

を
、
携
帯
電
話
を
通
し
て

音
声
で
取
得
で
き
る
こ
と

か
ら
、
歩
行
移
動
に
お
け

る
新
た
な
支
援
と
し
て
有

効
と
考
え
る
が
、
本
市
の

場
合
は
積
雪
時
の
対
応
が

課
題
と
な
る
の
で
、
積
雪

寒
冷
地
特
有
の
歩
行
者
誘

導
の
問
題
点
等
を
解
決
で

き
る
よ
う
、
調
査
・
研
究

を
進
め
る
。

問
認
知
症
の
高
齢
者
が
徘

徊
中
に
事
故
を
起
こ
し
家

族
が
高
額
な
賠
償
を
求
め

ら
れ
た
場
合
に
備
え
行
政

が
保
険
に
加
入
す
る
事
業

を
始
め
た
自
治
体
が
あ
る

が
、
市
の
考
え
は
。

答
個
人
的
に
加
入
す
る
こ

と
が
原
則
で
市
と
し
て
は

必
要
性
が
な
い
と
考
え
て

い
る
。
市
と
し
て
は
見
守

り
体
制
の
ル
ー
ル
作
り
を

進
め
る
。

問
雨
漏
り
対
策
が
早
急
に

必
要
な
施
設
が
あ
る
が
市

の
考
え
は
。

答
損
傷
や
不
具
合
と
な
っ

て
い
る
原
因
の
究
明
等
に

時
間
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
場
合
も
あ
る
が
、
大
規

模
な
修
繕
に
つ
い
て
は
修

繕
計
画
を
作
成
し
計
画
的

に
実
施
し
、
小
規
模
な
修

繕
や
突
発
修
繕
に
つ
い
て

は
優
先
順
位
を
決
め
て
実

施
す
る
。
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人
口
減
少
で
の
日
常

的
生
活
の
維
持
・
向

上
策
の
再
考

障
が
い
者
と
高
齢
者

施
策
及
び
公
共
施
設

に
つ
い
て

支
所
地
域
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
を
明
確
に
し
、

寄
り
添
う
決
意
を
市

は
示
せ
‼

視
覚
障
が
い
者
の
歩
行

移
動
の
支
援
に
つ
い
て

認
知
症
徘
徊
に
よ
る
損

害
保
険
に
つ
い
て

公
共
施
設
の
修
理
等
に

つ
い
て

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
明
確
化

子
ど
も
を
守
る
防
犯
体
制

合
併
以
降
に
お
け
る
地

域
別
の
人
口
減
少
に
向

き
合
う
「
ま
ち
づ
く
り
」


